
令和８年度 地域介護専門職員研修 

⑧ 排泄ケア研修 事前学習課題提出要領 
 

＜提出について＞ 

○この『事前学習課題提出要領』に基づき、各自課題を提出してください。事例は事前

に講師の先生に送付し、読み込んでいただきますので、下記期限までに必ず提出し

てください。演習用事例として取り上げられる可能性がありますので、予めご了承

下さい。 

   

○指定課題の提出は郵送またはメールとします。郵送の場合は原本を提出して下さい。 

提出の注意事項 

（１）郵送の場合 

提出物は全て片面印刷で出力してください。 

（２）メールの場合 

件名に「排泄ケア研修 事前学習課題送付」と記載してください。 
 ※メールで提出された方には、折り返し返信いたします。３日以内に返信が届かない場合は、必

ずご連絡ください。 

○「事例記入シート」（Word）「排泄に関する情報収集シート」（Word）及び「排尿記録」

（Excel）のデータ様式を希望される方は、本会 HPにアップロードしますので、そち

らからダウンロード願います。 

 県社協 HP⇒研修・講座・資格⇒福祉従事者の研修⇒「29排泄ケア研修」 

   https://www.fukushimakenshakyo.or.jp/pages/129/ 

   

  【提出するもの】 

    ①事例記入シート 

    ②排泄に関する情報収集シート 

    ③排尿記録 
    ※事前アンケートについては、研修当日に回収しますので、上記と併せて提出する必要

はありません。 

 

【提出期限】  

令和８年７月２４日（金）１７:００ ※必着 

               ※提出期限は厳守願います。 
【提出先】 

  社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 人材研修部 福祉研修課 

 二本松事務所（介護実習・普及センター） 

   〒964-0904 二本松市郭内一丁目 196-1（福島県男女共生センター5 階） 

   電話：0243-23-8306   
   ※毎週日曜日、休館日（月曜日）及び祝日は休業しております。 

メールアドレス：kaigo@fukushimakenshakyo.or.jp 
                            ↑スペル間違いに気をつけてください。 

 

https://www.fukushimakenshakyo.or.jp/pages/129/


①事例②情報収集シートの記入方法 
 

以下の内容を熟読し、事例を作成してください。個人名や施設名などはイニシャルで記載してください。 

    

事例提出にあたっては、 

① 提出目的を説明し、本人もしくは家族の了解を得てください。可能であれば、書面で了承を得

た記録を残しておいてください。※承諾書は提出の必要はありません。 

② 事例はあくまで、提出者がご利用者の問題に対してどのようなケアを提供したかを具体的に記

載してください。（ここが事例の中でもっとも大切な部分です） 

③ 事例本文以外の資料（見取り図、排泄の記録、写真等）があれば、Ａ４版２枚以内で添付してく

ださい。 

④ 以下の項目について、別紙「事例記入シート」にご記入ください。文字ポイントは 10.5～1１ポイ

ントでお願いします。また、クライアントの情報については、必ず別添「情報収集シート」を使用

してできるだけもれなく記載をお願いします。 

 

＜事例のテーマ どのような事例を提出するのか＞ 

  「排泄の問題をもつ利用者に対してチームでケアに取り組んだが、課題が残った事例」 
このテーマにできるだけ該当する事例を選んで提出してください。 

 

☟ここから事例の内容        

＜事例提出者情報＞：（50字以内） 
●Ｎｏ．（番号）… 受講決定通知の名前の所に記載のＮｏ．を記入願います。 

●所属 … 施設名ではなく種別のみ記入してください。（特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、

老人保健施設、デイサービスセンター、在宅介護支援センター、社会福祉協議会、

その他の高齢者施設、その他の機関等） 
●氏名 

●職種 

 

＜タイトル＞：（30字以内） 
事例の概要が分かるように簡潔にお願いします。  

 

＜事例提出の動機＞（200字以内） 
なぜこの事例を提出しようと思ったのか？（ケアを提供したがうまくいかなかった、ケアの方針・方

向性を見直したい、支援の振り返りをしたい等） 

 

＜クライアント情報＞（以下の内容は事例にではなく別添情報収集シートに記載のこと） 
  以下のクライアント情報は、情報収集シートにそって記載してください。どうしても分からない部

分については空欄にせずに「不明」もしくは「未確認」と必ず書いてください。 

 １ 利用者の略称は不要、性別、年齢 

２ 既往歴、現病歴、内服薬など 

３ 家族構成、主な介護者（事例検討に必要であれば家族関係）、経済状況 

 ４ 活用中の社会資源、使用中の福祉用具・機器 

 ５ 〔クライアントの状況〕・・・必要に応じて（わかる範囲で） 

     性格（事例検討に必要であれば）、判断能力（理解力、認知症の有無、意思表示・疎通など） 

運動能力（麻痺、寝返り、座る、立つ、歩くなど） 

食事摂取状況（量、食事形態、介助の有無など） 

排泄：尿意・便意の有無、失禁の有無、便の性状（別紙ブリストルスケールのイラスト参照） 

排尿回数、排便回数（昼夜にわけて） 

排尿方法、排便方法（トイレ、便器や尿器使用、オムツなど） 

移動手段、介助者、介助方法（これらはわかる範囲で） 

後始末（自分でできる、少し手伝えばできる、ほとんどできない、全介助など） 



＜事例の内容（簡潔に）＞ （3500字以内） 
 １～５のタイトル（太字部分）も入れて具体的な内容を簡潔に記載してください。 

  

１ 支援することになったきっかけ 

  

２ 問題：事例提供者がクライアントにかかわって、誰にとって何が問題だと感じたか？   

 

 ３ 支援目標と支援期間：かかわった期間内に設定された支援目標と関わりの期間   

  

４ 支援経過：(ここがメインになるので、必ず経過が分かるように書いてください) 

(1)どのような支援を行ったのか？（支援内容は必ず書いてください） 

具体的な支援内容となぜその支援を行ったのか（支援の理由もしくは根拠）を記載する 

(2)他職種とのかかわりや役割分担について 

(3)クライアント（家族状況も含め）の状況の変化 

(4)支援の結果を明確に簡潔に記載すること 

 

５ 考察と感想 

   クライアントに対するかかわり（ケア）の①結果を分析し、②自分なりにまとめて考察する。 

   分析する際に、目標が達成できたと思われる場合の理由または、達成できなかった場合の理由

等も分析してください。 

 

＜その他＞ 
  日ごろ、排泄ケアをしていて困っていること、どのように考えればいいのかわからないこと、確認 

したいことがあれば、どのような些細なことでも構いませんので事例とは別用紙で課題の事例と一

緒に提出してください。研修の中で、もしくは書面で必ずお答えします。 

 

③研修受講者の排尿記録の記入方法 
 

※この排尿記録は、研修受講者本人の排尿記録を記入するものです。事例クライアントの

排尿記録ではありませんので、ご注意ください。 
 

【使い捨ての尿を受けるものを作る】 

大き目の紙コップまたはプラスティックのコップを用意し、計量カップで水を計って入れ、目

盛りをつける（50ml、100ml、150ml・・・・） 

または、ペットボトル（500ml 以上のペットボトル）の上部を切り、上記のように目盛りをつ

けて使用することもできます。 

  100円ショップで計量カップを購入しそれを使ってもいいと思います。  

 いずれも 500mlくらいは計れるものを用意します。 

 

【計る・記録する】 

  連続した３日間、尿・飲水量を計って別紙「排尿記録」に記入してください。（どうしても 3日

間連続して計れない場合は、最低丸１日間は計って記入してください）漏れがあった場合は、

レ点を尿漏れの欄に記入してください。 

 

【備考・感想】 

  勤務帯、体調に関すること、日常の生活と異なるようなことがあった場合には備考欄に記入し

てください。また、備考欄に起床時間・就寝時間も書いてください。 

欄外で構いませんので、できれば排尿記録をつけた感想も書いてください。 


